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 要 旨   

 

目的： 

本研究はウェブ配信の簡単なアルコールの介入（ BAI ）が、プライマリケアを受けている米

軍退役軍人におけるアルコール乱用の低減に有効かどうかを検討した。 

 

方法： 

通常のプライマリケア訪問時に、アルコール乱用のスクリーニングで陽性だった退役軍人（N 

= 167 ）を、BAIと通常治療(TAU)を受ける群と TAUのみ群の２つに無作為に割り付けた。

アルコールに関連するアウトカムの評価は処置後、ベースラインと 3 ヶ月および 6 ヶ月に行

われた。 

 

結果： 

両方の群の退役軍人で 6 ヶ月のフォローアップで、アルコールの量、頻度とアルコール関連

問題において有意な減少を示した。2つの治療群の間に、アウトカムに対する治療効果の違い

は観察されなかった。 

 

結論： 

この研究は、規範的なフィードバックを利用したウェブ配信 BAIがおるコール乱用をおこな

う退役軍人に有効かどうかを検討する最初のものである。今回の知見により、規範的なフィ

ードバックを使用した BAIは、精神保健の問題をもつ率の高い老年退役軍人に対して、TAU

を超えたベネフィットをもつものでないことを示唆している。 

 

 

 

 

 

 


